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堀口健雄・井上 勲:微細藻類ノー卜 (8) Amphi. 

dinium caγterae j-IuLBuRT (渦鞭毛藻綱)0 TAKEO 

HORIGUCHI and ISAO INOUYE : Notes on microalgae 

in ]apan (8) Amρhidinium caγteγae HULBURT 

(Dinophyceae) . 

渦鞭毛藻綱の目 (order)の階級の分類は，単細胞

か多細胞か，遊泳性か不動性か，寄生性か否か，ある

いは鎧板と11乎ぶ細胞外被を有するか否か等に基づいて

行なわれている。 ここに扱うアンフィジニウム属

(Amρhididinium)が所属するギムノジニウム目は，

単細胞3 遊泳性および細胞外被に鎧板をもたないこと

で定義され，Amphidiniumは細胞を一周する横溝が

細胞上方に偏っているC7JiJの言葉で言えば3 上針{ー横

溝より上の部分(図ー2)ーが下錐より小さL、)点で他

の属と区別される。この属には，現在まで百数 |ー種が

知られる。

著者等は微細藻の採集には，海水試料の他に海岸の

砂や海藻のしぼり汁なども向11寺に録取している。その

様な調査の過程で，Am戸hidinillmには，海洋でプラ

ンクトン生活をするものと，砂の<1コや海藻の表面で半

底生的な生活をする種類とがあるのに気づいた。こう

した半底生的な生活をする種類には，類似種が少くと

も 5~6 種記載さわており，それらの分類や同定には

少なからぬ混乱があった (TAYLOR 1971) 0 T A YLOR 

はこれを解決するためいくつかの外形の似た AmPhi-

din'iumを葉緑体の形状に基づいて次の2種にまとめ

ることを提唱した目

1. ピレノイドを中心に葉緑体が放射状に配列する

. A. klebsii KOFOID et SWEZY 

1.葉緑体は一枚で細胞全体を覆う

. A， caγterae HULBURT 

下錐

上錐

検鞭毛
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ここで取り上げる A.ωγteraeは主に砂中などに

生育し， 著者等は図ー3に示す木邦各地の海岸から木

種を採集している。細胞は比較的小型で，大きさ 12-

20x 10-14μm，全体は小判型で，背腹に偏平，上鋭H主

小さく，まがたま様の形状を呈する。横鞭毛は上針iを

えりまき状に一周する横溝に沿って存在する。縦絡は

細胞中央あるいはやや右寄りに位置し，横溝に連続し

て下方に向う。縦純E毛は秘織と縦総の接する部分から

!おて後方にのびる。その長さは体長とほぼ等しい。遊

泳は，基質に沿ってFiq'べるようにするか，または休を

回転させながら泳く。

葉緑体は l枚の11失状で賞褐色，細胞全体を哀打ちす

るように位位するが，ところどころが裂閲する。架線

体の一部は下錐の と方に{立位するピレノイドと結合す

る。ピレノイドは明日東なデンプ γ鞘によって閉まn
る。核は長円形で下錐の後方に位18する。

本;飯の培養は容易で 3 一般の海産藻類の培養液でよ

L 、。

なお半l氏生性の他の l種 Am戸hidinillmIzlebsiiも

日本各地で採集しているが，これについては後報に談

りたし、。
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